
出
張
地
伊
太
利
國
、
佛
蘭
西
國
、
獨
逸
図
、
土
耳
古
図
、

赦
官
ヲ
外
國
二
出
張
七
シ
ム
ル
件
上
申

官
氏
名

東
京
美
術
学
校
教
授
（
勅
任
）
岡
田
三
郎
助

465 第8節

案

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
五
年
二
月
二
十
八
日
、
岡
田
三
郎
助
は
文
部
省
よ
り
欧
州
各
国
へ
の
出

張
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
出
張
に
関
す
る
上
申
案
（
「
碑
繹
職
員
関
係
書
類
叱
夏
」
）
に
は

②

岡
田
三
郎
助
の
渡
欧

ら
見
る
こ
と
が
あ
っ
た
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
の
話
を
初
め
て
直
接
聞
い
た
。

そ
う
い
う
話
は
他
の
先
生
は
誰
も
し
な
い
か
ら
、
新
鮮
だ
っ
た
。
難
し
い
と
い

う
印
象
は
な
い
が
、
ノ

ー
ト
が
と
り
に
く
い
授
業
で
あ
っ
た
。
水
谷
先
生
の
造

形
理
論
の
本
を
欲
し
か
っ
た
が
、
ま
と
ま
っ
た
著
述
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
バ
ウ

ハ
ウ
ス
は
基
礎
教
育
の
面
で
効
果
は
あ
る
が
発
展
は
難
し
い
と
思
う
。

ま
た
、
昭
和
十
六
年
に
工
芸
科
鋳
金
部
を
卒
業
し
た
飯
田
泰
造
氏
に
よ
る

と
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
構
想
を
聞
こ
う
と
、
鋳
金
、
彫
金
の
学
生
が
自
主
的
に
建

築
科
の
水
谷
の
も
と
へ
集
ま
っ
て
い
た
。
戦
時
体
制
が
と
ら
れ
金
屈
が
な
く
な

り
つ
つ
あ
る
状
況
に
な
っ
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
素
材
に
す
る
研
究
が
進
み
学

校
で
も
実
践
さ
れ
た
折
り
か
ら
、
機
能
派
と
い
う
何
で
も
使
お
う
と
い
う
考
え

方
や
素
材
の
活
か
し
方
に
つ
い
て
水
谷
か
ら
話
を
聞
い
た
の
だ
が
、
水
谷
の
話

か
ら
伝
統
的
な
も
の
が
洗
練
さ
れ
た
外
国
の
息
吹
を
感
じ
と
っ
た
と
い
う
。

水
谷
は
そ
の
後
昭
和
十
九
年
に
一
旦
本
校
を
退
職
し
た
が
、

二
十
四
年
か
ら

四
十
年
ま
で
東
京
芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
と
し
て
「
構
成
原
理
」
を
講
じ
た
。

約
六
ヶ
月
間
ト
ス

出
張
ノ
目
的

岡
田
数
授
ハ
今
ョ
リ
三
十
餘
年
前
ノ
壮
時
二
於
テ
官
命
二
依
リ
四
ヶ
年
間

佛
蘭
西
國
二
滞
在
シ
西
洋
聾
ヲ
研
究
シ
帰
朝
後
本
校
赦
授
二
任
ゼ
ラ
レ
テ

現
在
二
至
ル
現
代
西
洋
画
家
中
屈
指
ノ
巨
碩
ナ
リ
近
ク
十
年
来
我
絵

壷
界
二
勃
興
セ
ル
壁
盟
ノ
研
究
二
就
テ
モ
同
数
授
ハ
夙
二
熱
心
ナ
ル
思
索

家
タ
リ
現
時
欧
洲
各
國
ニ
ハ
其
中
古
二
偉
大
ナ
ル
稜
逹
ヲ
為
シ
タ
ル
壁

甕
ノ
遺
跡
ヲ
完
全
二
保
存
セ
ル
モ
ノ
捗
カ
ラ
ズ
壁
画
研
究
者
ハ
親
シ
ク

之
ヲ
目
親
ス
ル
ニ
非
ラ
ザ
レ
バ
其
思
索
考
察
ヲ
進
捗
七
シ
メ
難
キ
モ
ノ
ア

リ
是
今
回
同
数
授
二
獣
洲
出
張
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
タ
キ
理
由
ナ
リ

出
張
旅
費
本
校
々
館
費
ノ
内
ヨ
リ
支
給
ス

右
記
載
ノ
如
キ
事
情
ナ
ル
ニ
付
岡
田
数
授
二
臥
洲
伊
、
佛
、
獨
、

土
ノ
四
ヶ

國
二
出
張
ノ
御
装
令
相
成
度
此
段
上
申
候
也

文
部
大
臣
宛

諸
国
、
岡
田
は
同
年
四
月
十
九
日
出
発
(453
頁
校
友
会
月
報
記
事
参
照
）
バ
リ
に
暫
く
滞

在
し
て
三
井
家
の
依
頼
画
を
制
作
し
、
そ
の
後
大
橋
了
介
を
伴
っ
て
バ
ル
カ
ソ

イ
タ
リ
ア
を
旅
行
し
た
。
バ
ル
カ
ン
旅
行
に
つ
い
て
は
自
ら
「
巴
爾
幹

地
方
旅
行
談
」
（
『東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
三
十
巻
第
一
号
）

し
て
お
り
、
ま
た
、
大
橋
了
介
著
「
岡
田
先
生
の
お
供
を
し
て
バ
ル
カ
ン
と
伊

に
詳
し
く
記

太
利
へ
」
（
『画
人
岡
田
一―一
郎
助
』
昭
和
十
七
年
、
春
鳥
会
）
に
は
バ
ル
カ
ン
、
イ
タ
リ

ア
旅
行
に
お
け
る
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る

年

月

日

學
校
長

出
張
期
問
昭
和
五
年
四
月
初
二
出
装
シ
同
年
九
月
末
還
帰
ス
ル
豫
定
ニ
テ

昭和 5年



郎
は
昭
和
五
年
―
―一
月
一
日
、
欧
州
各
国
の
美
術
を
研
究
す
る
た
め
に
出
発
、
四

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
九
巻
第
二
号
に
は
今
の
手
紙
が
一
―

通
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
第
一
通
目
に
つ
い
て
は
ス
フ
ィ
ソ
ク
ス
を
背
景
に

三
木

辰
夫
、
松
岡
映
丘
、
長
谷
川
路
可
、
平
福
百
穂
、
今
和
次
郎
が
並
ん
で
写
っ
て

い
る
写
真
と
と
も
に
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

月
七
日
。ハ
リ
に
到
着
。
翌
六
年
一
月
帰
国
し
た
。

地
中
海
を
航
行
中
、
ク
リ
ー
ト
島
の
八
千
尺
の
山
が
雪
を
い
た
ゞ
い
て
ゐ

平
揺
松
岡
先
生
と
長
谷
川
氏
は
ナ
ボ
リ
上
陸
、
三
木
氏
は
ロ
ン
ド
ン
行

き
、
小
生
は
マ
ル
セ
ー
ュ
に
上
陸
し
ま
す
。
〔
下
略
〕

る
の
が
珍
ら
し
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

し
た
。

生
方
の
風
俗
砧
究
の
行
き
と
ゞ
ひ
て
ゐ
ら
れ
る
の
に
あ
っ
と
云
っ
た
次
第
で

「
エ
芸
製
作
法
」
授
業
担
当
講
師
（
早
稲
田
大
学
理
工
科
助
教
授
）
今
和
次

③
 
今
和
次
郎
の
渡
欧

と
、
岡
田
は
プ
ラ
ハ

、
ウ
イ

ー
ソ
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
、
プ
カ
レ
ス
ト
、

コ
ン
ス
タ

ン
チ
ノ
ー
。フル
、
ソ
フ
ィ
ア
、
ベ
ル
グ
ラ
ー
ド
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
、
ロ
ー
マ
、
フ

ロ
レ
ン
ス
、
パ
ド
ヴ
ァ
の
順
に
訪
れ
た
。
「
バ
ル
カ
ソ
の
各
國
に
は
夫
々
立
派

な
美
術
館
が
あ
っ
て
、
綸
聾
等
も
澤
山
陳
列
せ
ら
れ
て
ゐ
た
け
れ
ど
も
之
は
餘

り
見
な
い
こ
と
に
し
て
、
今
度
の
旅
行
で
は
、
主
と
し
て
考
古
學
的
の
も
の
や

風
俗
に
閥
係
の
あ
る
も
の
を
注
意
し
て
見
た
。」
と
記
し
て
い
る
。
イ

タ
リ
ア
で

は
大
橋
が

「
フ
ロ
レ
ン
ス
で
は
ど
ん
な
小
さ
な
お
寺
で
も
フ
レ
ス
コ
の
あ
る
慮

は
見
て
歩
か
れ
た
。
そ
し
て
綸
具
屋
で
フ
レ
ス
コ
給
具
の
色
々
の
種
類
を
集
め

ら
れ
た
。
私
は
先
生
に
紳
宮
箱
聾
館
の
壁
聾
は
フ
レ
ス
コ
で
お
描
き
に
な
る
の

で
す
か
と
聞
い
た
ら
い
や
僕
が
か
う
し
て
調
べ
て
お
い
て
や
れ
ば
日
本
で
誰
れ

か
始
め
た
い
人
が
あ
っ
た
時
直
ぐ
役
に
立
つ
か
ら
と
云
ふ
お
答
へ
で
あ
っ
た
。」

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
意
欲
的
に
壁
画
を
見
て
廻
っ
た
様
子
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
一
カ
月
半
ば
か
り
旅
行
し
て
一
旦
パ
リ
に
戻
り
、
平
福
百
穂
と
と
も
に

シ
ベ
リ
ヤ
経
由
で
帰
国
の
途
に
着
き
、
十
一
月

二
十
五
日
に
下
関
に
到
着
し

こ
。

キ
ー

ス
フ
ィ
ソ
ク
ス
の
前
に
立
つ
て
ゐ
る
同
窓
五
人
の
窟
員
を
お
送
り
い
た
し

ま
す
。
｛
島
員
の
日
付
は
昭
和
五
年
三
月
三
十
一
日
で
す
。
エ
ジ
プ
ト
は
た
ゞ

赤
毛
布
式
の
見
物
で
し
た
。

偶
然
に
も
同
じ
船
に
五
人
も
學
校
出
が
乗
り
合
せ
た
事
は
珍
ら
し
い
事
な

の
で
す
。
茶
に
談
話
に
賑
ひ
ま
し
た
。

船
は
二
月
の
二
十
七
日
に
紳
戸
を
出
た
榛
名
丸
で
し
た
が
、
松
岡
平
揺
雨

先
生
と
長
谷
川
氏
は
神
戸
か
ら
、
三
木
氏
は
横
濱
か
ら
、
そ
し
て
小
生
は
門

司
か
ら
、
夫
々
乗
船
し
ま
し
た
。

船
中
一
と
月
の
間
に
色
々
通
信
申
上
げ
た
い
事
は
山
々
あ
り
ま
し
た
が
、

何
し
ろ
平
福
松
岡
雨
先
生
は
今
度
イ
タ
リ
ー
ヘ
國
賓
と
し
て
行
か
れ
る
の
だ

と
い
ふ
の
で
、
い
つ
も
船
中
で
の
賑
は
ふ
中
心
に
さ
れ
て
ゐ
ま
し
た
。
途
中

の
寄
港
地
で
色
々
の
も
の
が
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
マ
レ
ー
土
人
や
印
度

人
の
風
俗
、
熱
帯
地
の
風
景
は
感
興
を
典
へ
て
呉
れ
ま
し
た
。

少
し
ば
か
り
餘
興
を
書
き
添

へ
れ
ば
、
紅
海
の
箪
調
な
海
を
走
つ
て
ゐ
る

夜
、
船
で
個
装
會
が
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
に
本
物
の
印
度
僧
、
ア

ラ
ビ
ャ
の
王
様
及
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
女
が
現
は
れ
た
か
の
う
ま
い
装
ひ
を
し

た
の
が
、
イ
タ
リ
ー
展
に
行
か
れ
る
三
人
の
先
生
で
し
た
。
船
中

一
同
、
先

〇
在
巴
里
今
諧
師
よ
り
鈴
川

〔
信
一
〕
数
授
宛
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